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前
年
対
比
１
０
３・１
％

　

令
和
７
年
度
の
都
府
県
に

お
け
る
体
型
審
査
は
２
月
20

日
を
も
っ
て
全
て
の
日
程
が

終
了
し
た
。
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

種
の
牛
群
審
査
は
、
41
都
府

県
で
７
０
７
９
頭
（
前
年
６

８
６
４
頭
）
を
実
施
し
、
前

年
よ
り
２
１
５
頭
増
加
し

た
。
北
海
道
で
10
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
っ
た
第
16
回
全
日

本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

は
、
逆
境
続
く
酪
農
業
界
を

照
ら
す
光
と
し
て
、
業
界
全

体
の
機
運
と
酪
農
家
の
生
産

・
改
良
意
欲
を
高
め
た
こ
と

で
、
前
年
対
比
１
０
３
・
１

％
と
喜
ば
し
い
結
果
と
な
っ

た
。
ま
た
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種

の
審
査
は
68
頭
（
同
59
頭
）、

ブ
ラ
ウ
ン
ス
イ
ス
種
の
審
査

は
15
頭
（
同
７
頭
）
と
な

り
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
と
同

様
に
前
年
を
上
回
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
や
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
影
響

し
、
牛
群
審
査
は
令
和
６
年

度
ま
で
３
年
連
続
で
戸
数
・

頭
数
と
も
に
実
績
の
減
少
が

続
い
て
い
た
が
、
今
年
度
は

増
加
に
転
じ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
令
和

５
年
度
と
の
比
較
で
は
30
戸

・
３
０
０
頭
近
く
下
回
っ
て

お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
令
和

元
年
度
と
の
比
較
で
は
審
査

戸
数
２
０
０
戸
・
審
査
頭
数

２
３
０
０
頭
も
減
少
す
る
結

果
と
な
っ
て
い
る
。

　

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
の
都
府

県
別
審
査
頭
数
で
は
岩
手
県

が
最
も
多
く
、
１
０
８
４
頭

（
前
年
１
１
３
９
頭
）
と
唯

一
１
千
頭
を
超
え
、
昨
年
度

に
続
き
群
を
抜
い
て
第
１
位

で
あ
る
。
次
い
で
群
馬
県
５

０
０
頭
（
同
５
４
７
頭
）
、

３
位
熊
本
県
４
７
３
頭
（
同

４
８
８
頭
）
は
前
年
度
と
同

順
位
、
第
４
位
宮
崎
県
３
３

０
頭
（
同
２
５
０
頭
）
は
前

年
９
位
か
ら
大
き
く
順
位
を

上
げ
、
第
５
位
栃
木
県
３
１

７
頭
（
同
２
９
１
頭
）
と
続

き
、
こ
の
上
位
５
県
で
都
府

県
全
体
の
38
％
を
占
め
て
い

る
。
長
引
く
厳
し
い
酪
農
情

勢
下
に
お
い
て
、
体
型
審
査

を
継
続
し
て
実
施
い
た
だ
い

た
受
検
農
家
を
は
じ
め
、
支

部
・
承
認
団
体
と
関
係
各
位

の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
改
め

て
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

体
型
調
査
・Ｓ
Ｎ
Ｐ

体
型
審
査
実
施
状
況

　

一
方
、
後
代
検
定
材
料
娘

牛
及
び
同
期
牛
の
体
型
調
査

は
、
43
府
県
の
協
力
に
よ
り

７
１
６
戸
を
訪
問
し
、
材
料

娘
牛
１
４
１
０
頭
、
同
期
牛

５
４
８
９
頭
、
計
６
８
９
９

頭
（
前
年
同
月
比
７
９
０
７

頭
）
の
体
型
デ
ー
タ
を
収

集
、
今
年
度
計
画
頭
数
９
０

０
０
頭
に
対
し
２
１
０
１
頭

の
未
達
と
な
っ
た
。
こ
こ
で

も
酪
農
家
戸
数
の
減
少
が
大

き
く
影
響
し
て
い
る
ほ
か
、

後
代
検
定
材
料
娘
牛
を
飼
養

し
て
い
る
も
の
の
諸
事
情
に

よ
り
調
査
を
実
施
で
き
な
か

っ
た
酪
農
家
が
増
加
し
た
こ

と
、
ま
た
、
雌
雄
判
別
精
液

の
定
着
に
よ
り
後
代
検
定
精

液
の
利
用
者
が
減
少
傾
向
に

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
体
型

調
査
は
２
月
20
日
現
在
、
予

定
頭
数
の
確
保
に
至
っ
て
い

な
い
。
体
型
調
査
は
、
酪
農

家
が
都
合
に
よ
り
立
ち
合
い

で
き
な
い
場
合
で
も
調
査
を

許
諾
い
た
だ
け
れ
ば
実
施
可

能
と
し
て
い
る
の
で
、
是
非

と
も
体
型
調
査
に
ご
協
力
い

た
だ
き
た
く
紙
面
を
お
借
り

し
て
お
願
い
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
年
度
が
事
業
最

終
年
度
と
な
る
Ｓ
Ｎ
Ｐ
体
型

審
査
は
、
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価

の
信
頼
度
向
上
の
た
め
、
国

内
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
済
み
で
体

型
審
査
デ
ー
タ
を
持
た
な
い

３
産
ま
で
の
雌
牛
を
対
象
と

し
て
、
38
県
の
協
力
に
よ
り

４
４
５
戸
で
２
１
４
９
頭

（
同
２
３
２
８
頭
）
の
体
型

デ
ー
タ
を
収
集
し
た
。
酪
農

家
戸
数
が
減
少
す
る
な
か
、

概
ね
計
画
通
り
の
実
績
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

審
査
頭
数 

岩
手
県
が
ト
ッ
プ
を
維
持

　

牛
群
審
査
と
体
型
調
査
、

Ｓ
Ｎ
Ｐ
体
型
審
査
の
合
計
で

は
、
岩
手
県
が
２
１
１
２
頭

（
前
年
同
月
２
３
３
８
頭
）

で
最
も
多
く
第
１
位
。
次
に

熊
本
県
が
１
８
７
２
頭
（
同

１
８
４
２
頭
）
で
第
２
位
と

な
っ
た
。
第
３
位
は
群
馬
県

１
５
２
２
頭
、
第
４
位
は
栃

木
県
８
３
９
頭
、
第
５
位
に

千
葉
県
７
４
２
頭
が
続
き
、

ト
ッ
プ
５
に
は
前
年
と
同
じ

顔
ぶ
れ
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し

た
。
以
降
は
第
６
位
宮
崎

県
、
第
７
位
鳥
取
県
、
第
８

位
岡
山
県
、
第
９
位
愛
知

県
、
第
10
位
福
島
県
が
ト
ッ

プ
10
入
り
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
体
型
調
査
は
未
達

頭
数
の
解
消
に
向
け
た
臨
時

の
追
加
調
査
を
２
月
下
旬
よ

り
茨
城
県
・
栃
木
県
・
群
馬

県
・
鳥
取
県
・
熊
本
県
・
大

分
県
・
宮
崎
県
そ
れ
ぞ
れ
の

協
力
に
よ
り
実
施
を
予
定
し

て
お
り
、
前
述
の
頭
数
等
は

年
度
末
ま
で
に
変
動
の
可
能

性
が
あ
る
。

体
型
審
査
の
安
定

的
継
続
に
向
け
て

　

乳
牛
の
改
良
は
牧
場
の
歴

史
そ
の
も
の
で
あ
り
、
一
旦

断
ち
切
る
と
回
復
ま
で
に
数

世
代
か
か
り
、
決
し
て
容
易

に
取
り
戻
せ
る
も
の
で
は
な

い
。
引
き
続
き
登
録
・
審
査

・
検
定
の
継
続
と
自
動
登
録

に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
、
体
型

審
査
の
実
施
並
び
に
日
本
ホ

ル
協
が
提
供
す
る
Ｇ
ｅ
ｎ
Ｉ

Ｕ
Ｓ
を
は
じ
め
と
す
る
各
種

Ｗ
ｅ
ｂ
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
有

効
活
用
に
よ
り
、
優
良
後
継

牛
並
び
に
生
産
基
盤
の
確
保

に
よ
る
安
定
的
な
酪
農
経
営

に
向
け
、
会
員
の
ご
尽
力
に

期
待
し
た
い
。

後
期
Ｅ
Ｘ

後
期
Ｅ
Ｘ

２
４
２
頭

２
４
２
頭

　

都
府
県
で
審
査
得
点
90
点

以
上
（
エ
ク
セ
レ
ン
ト
＝
Ｅ

Ｘ
）
に
評
価
さ
れ
た
雌
牛
を

表
に
示
し
た
。
県
別
で
は
、

熊
本
県
が
33
頭
で
最
も
多

く
、
次
い
で
群
馬
県
28
頭
、

岩
手
県
27
頭
、
茨
城
県
が
14

頭
、
栃
木
県
13
頭
と
続
き
、

35
都
府
県
で
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

種
２
４
２
頭
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー

種
２
頭
、
そ
し
て
日
本
初
と

な
る
ブ
ラ
ウ
ン
ス
イ
ス
種
１

頭
が
Ｅ
Ｘ
と
評
価
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
２
Ｅ
56
頭
、
３
Ｅ

20
頭
、
４
Ｅ
７
頭
、
５
Ｅ
２

頭
、
６
Ｅ
１
頭
が
分
娩
更
新

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
評
価

を
更
新
し
た
。

　

な
お
、
種
雄
牛
別
で
は
分

散
化
の
傾
向
で
、
合
計
98
頭

の
種
雄
牛
か
ら
Ｅ
Ｘ
が
誕
生

し
て
お
り
、
内
訳
は
上
位
か

ら
ク
ラ
ツ
シ
ユ
が
19
頭
、
ド

ア
マ
ン
が
15
頭
、
ユ
ニ
ク
ス

11
頭
、
ゴ
ー
ル
ド
チ
ツ
プ
８

頭
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
最
高
得
点
で
は
、

宮
城
県
・
（
有
）
半
澤
牧
場

所
有
の
「
ブ
ラ
メ
リ
ア　

Ｈ

Ｌ　

ド
ロ
シ　

グ
レ
イ
（
Ｅ

Ｘ
93
︱
５
Ｅ
）」と
、群
馬
県
・

齊
藤
丈
嗣
牧
場
所
有
の
「
ナ

カ
コ
ー　

Ｌ　

エ
ン
ド
（
Ｅ

Ｘ
93
︱
４
Ｅ
）
」
が
新
た
に

Ｅ
Ｘ
93
点
を
獲
得
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
種
で
千
葉
県
・
（
有
）

き
な
だ
農
産
、熊
本
県
・（
有
）

ウ
ッ
ド
ラ
ン
ド
、
沖
縄
県
・

浦
崎
徹
也
牧
場
の
３
牧
場
に

お
い
て
初
Ｅ
Ｘ
牛
が
誕
生
し

た
。
ま
た
、
ブ
ラ
ウ
ン
ス
イ

ス
種
で
は
、
秋
田
県
・
畠
山

伸
吾
牧
場
に
お
い
て
国
内
初

の
快
挙
と
な
る
Ｅ
Ｘ
牛
が
誕

生
し
た
。
長
き
に
わ
た
り
続

け
て
き
た
改
良
努
力
の
成
果

と
優
れ
た
管
理
技
術
に
心
よ

り
敬
意
を
表
し
た
い
。

（
令
和
８
年
２
月
20
日
現
在
）

令
和
７
年
度

都
府
県
体
型
審
査


